
47　「大正デモクラシー」の再検討

［
二
〇
一
五
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
再
検
討

平
野

敬
和

藤
村

一
郎

田
澤

晴
子

趣
旨
説
明�

（
平
野
敬
和
）

　
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
広
く
政
治
・
社
会
・
文
化
の
領
域
に

わ
た
る
思
想
・
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
空
間
的
に
も
、
日
本
の
民

主
主
義
的
傾
向
と
東
ア
ジ
ア
の
民
主
化
を
連
動
さ
せ
る
点
に
特
徴
が

あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
で
戦
後
の
民
主
主
義
の
有
効
性
が

問
い
直
さ
れ
て
い
る
現
在
、
そ
の
前
提
と
な
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
の
思
想
史
的
意
味
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義

が
あ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
思
想
を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
は
、
二
つ
の
問
題
関
心
が
あ
る
。
第
一
に
、
吉
野

作
造
・
石
橋
湛
山
・
柳
田
国
男
と
い
う
、
当
該
期
を
代
表
す
る
思
想

家
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
時
代
と
い
か
に
向
き
合
っ
た
の
か
を
検
証

す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
戦
後
の
歴
史
学
・
国
際
政
治
学
・
思

想
史
学
に
お
け
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
論
の
再
検
討
を
試
み
る

こ
と
で
あ
る
。
三
人
の
報
告
者
は
、
と
り
わ
け
一
九
七
〇
年
代
以
降

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
の
成
果
に
対
す
る
批
判
と
継
承
、
と
い
う
課

題
を
共
有
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
論
点
は
、
三
人
の
報
告
の
な
か
で
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
概
念
と
時
期
区
分
に
つ
い
て
、
検

討
さ
れ
る
べ
き
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
概
念
に
つ
い
て
は
、「
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
戦
後
民
主
主
義
」
の
関
係
を
捉
え
直
す
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
論
（
そ
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も
そ
も
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
呼
称
自
体
）
は
、「
戦
後
民
主
主

義
」
の
評
価
の
枠
組
み
に
強
く
規
定
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
立
憲

主
義
や
帝
国
主
義
の
理
解
の
問
題
に
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
時
期
区

分
に
つ
い
て
は
、
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
民
衆
の
台
頭
か
ら
、
政
党

政
治
の
展
開
期
ま
で
を
指
す
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
そ
れ
に
加
え

て
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
世
界
史
的
同
時
代
性
を
考
え
る
な

ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
日
本
の
思
想
界
に
与
え
た
影
響
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
世
界
大
戦
終
結
の
前
と
後
で
は
、
言
論
状

況
が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
を
ア
ジ
ア
と
の
関
係
性
に
お
い
て
捉
え
返
す
場
合
、「
大
正
」

と
い
う
一
国
史
的
な
時
期
区
分
を
前
提
と
し
て
い
る
と
、
そ
の
問
題

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。

吉
野
作
造
の
軍
部
批
判
と
「
満
蒙
特
殊
権
益
」
論 

  
（
藤
村
一
郎
）

　

吉
野
作
造
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
期
の
軍
部
批

判
の
う
ち
、
質
量
と
も
に
代
表
的
論
客
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
研
究
史
上
、
彼
の
軍
部
批
判
は
、
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
と
総
力
戦
体
制
と
い
う
視
点
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
国
内
政
治
論

の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の

が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
新
た
な
帝
国
主
義
政
策
の
形
成
と
い
う

視
点
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
吉
野
の
軍
縮
や
統
帥
権
批
判
な
ど
の

軍
部
批
判
論
の
う
ち
、
関
東
軍
お
よ
び
軍
と
密
接
な
関
係
を
持
つ

「
満
蒙
特
殊
権
益
」
に
関
す
る
論
評
に
的
を
絞
り
、
新
た
な
帝
国
主

義
を
い
か
に
論
じ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

大
戦
初
期
の
吉
野
は
満
蒙
権
益
に
つ
い
て
、
対
華
二
一
ケ
条
要
求

を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
保
守
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

見
解
は
、
明
治
ア
ジ
ア
主
義
者
か
ら
受
け
と
っ
た
「
支
那
保
全
論
」

に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
、
自
身
の
中
国
「
自
強
」
化
論
と
は
矛
盾
す

る
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
吉
野
が
目
指
し
た
「
対
等
」
な
る
日

中
提
携
を
達
成
す
る
に
は
、
中
国
の
「
自
強
」
が
必
須
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
中
国
に
設
定
さ
れ
た
列
強
の
勢
力
範
囲
は
障
害
で
あ
っ
た
。

吉
野
は
大
戦
末
に
、
こ
れ
を
解
決
に
導
く
一
つ
の
現
実
的
な
力
と
し

て
米
の
提
唱
す
る
門
戸
開
放
政
策
の
強
化
に
着
眼
す
る
。
吉
野
が
発

見
し
た
の
は
「
支
那
保
全
論
」
に
則
っ
て
勢
力
範
囲
を
維
持
し
な
く

と
も
、
門
戸
開
放
政
策
の
強
化
に
よ
っ
て
事
実
上
中
国
の
領
土
保
全

が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
（
拙
稿
「
吉
野
作
造
と
満
蒙
特

殊
権
益
」、
杉
田
米
行
編
『
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
と
国
際
関
係
』
春
風
社
、
二

〇
一
一
年
所
収
）。

　

そ
の
際
、
勢
力
範
囲
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
き
な
「
障
碍
」
と
な

っ
て
い
た
の
は
、
自
国
の
満
蒙
権
益
で
あ
っ
た
。
だ
が
大
戦
後
も
満

蒙
権
益
は
、
門
戸
開
放
政
策
や
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
乗
り
い
る
だ
け

で
は
解
体
し
な
か
っ
た
。
関
東
軍
と
満
洲
軍
閥
と
の
「
密
約
」
に
よ

っ
て
、
巨
大
な
日
本
の
軍
事
力
の
存
在
を
許
容
し
、
間
接
支
配
と
も
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49　「大正デモクラシー」の再検討

い
う
べ
き
「
満
蒙
特
殊
権
益
」
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
後
藤
啓
倫
「
戦
間
期
に
お
け
る
関
東
軍
の
駐
兵
問
題
の
史
的
展
開
」
二
〇
一
五

年
、
九
州
大
学
博
士
学
位
論
文
）。
こ
の
た
め
吉
野
は
、
関
東
軍
と
張
作

霖
と
の
「
密
約
」
の
存
在
を
弱
点
と
見
て
執
拗
に
指
摘
し
、
張
作
霖

を
通
じ
た
政
治
的
軍
事
的
影
響
力
を
解
体
し
よ
う
と
関
東
軍
を
批
判

し
続
け
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
あ
か
ら
さ
ま
な
侵
略
が
困
難
と

な
る
な
か
、
日
本
の
軍
部
は
満
洲
を
中
心
に
新
た
な
方
式
で
勢
力
範

囲
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
吉
野
は
そ
の
最
新
型
の
帝
国
主
義
に
つ

い
て
批
判
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

石
橋
湛
山
の
ア
ジ
ア 

（
平
野
敬
和
）

　

本
報
告
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
満
洲
事
変
ま
で
の
石
橋
湛

山
の
ア
ジ
ア
論
を
取
り
上
げ
た
。
と
り
わ
け
、
当
該
期
の
彼
が
掲
げ

た
「
小
日
本
主
義
」
の
思
想
史
的
位
置
付
け
を
試
み
る
に
当
た
っ
て
、

帝
国
主
義
批
判
と
植
民
地
論
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
東

ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目
し
た
。
こ
こ
で
は
、
私

が
発
表
し
た
「
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
の
対
外
認
識

─
吉
野
作
造
・
石

橋
湛
山
を
中
心
に
」（
伊
藤
信
哉
・
萩
原
稔
編
『
近
代
日
本
の
対
外
認
識
Ⅰ
』

彩
流
社
、
二
〇
一
五
年
）
を
踏
ま
え
て
、
石
橋
が
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩

序
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構
想
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

石
橋
の
議
論
の
特
徴
は
、
日
本
政
府
の
政
策
と
い
う
以
上
に
、
よ

り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
日
本
人
の
対
外
認
識
を
改
め
さ
せ
る
と
同

時
に
、
そ
の
議
論
を
結
局
は
国
益
に
つ
な
が
る
と
い
う
視
角
か
ら
主

張
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
世
界
大
戦
終
結
前
後
か
ら
一

九
二
〇
年
代
の
石
橋
に
は
、
民
族
自
決
主
義
へ
の
対
応
や
日
本
と
ア

ジ
ア
の
連
帯
論
の
提
示
と
い
う
点
で
、
思
想
家
と
し
て
の
姿
が
現
れ

て
く
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩

序
を
模
索
す
る
際
に
、
経
済
合
理
主
義
の
側
面
だ
け
で
は
割
り
切
れ

な
い
理
念
的
な
も
の
へ
の
共
鳴
、
帝
国
主
義
・
植
民
地
帝
国
の
支
配

原
理
に
対
す
る
批
判
と
い
う
点
で
、
独
自
の
存
在
感
を
示
し
た
の
で

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
石
橋
の
思
想
的
立
場
は
、
世
界
大
戦
終
結
後
の
国
際

政
治
の
枠
組
み
を
規
定
し
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に

対
す
る
評
価
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
彼
の
帝
国
主
義
批
判
と
植
民

地
論
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
の
内
容
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
東
ア

ジ
ア
の
民
族
運
動
の
正
当
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ワ

シ
ン
ト
ン
体
制
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
体
制
の
「
外
部
」
に
位
置
付

け
ら
れ
た
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
そ
れ
を
支
援
す
る
ソ
連
・
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
動
向
を
注
視
し
て
、
そ
れ
ら
と
の
連
携
を
模
索
し
た
。

そ
こ
に
は
、「
弱
小
国
」
と
と
も
に
生
き
る
と
い
う
、
日
本
と
ア
ジ

ア
の
新
た
な
連
帯
を
も
た
ら
す
理
念
に
、
石
橋
が
強
く
惹
か
れ
て
い

た
様
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

日本思想史学48-パネル-平野敬和氏他【再校】　　［出力］ 2016年9月30日　午後4時25分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学48〈2016〉　50

　

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
石
橋
の
議
論
は
、
世
界
大
戦
前
か
ら
植
松

考
昭
・
三
浦
銕
太
郎
な
ど
『
東
洋
経
済
新
報
』
の
言
論
人
に
よ
り
主

張
さ
れ
て
い
た
「
小
日
本
主
義
」
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
そ
の
内

容
を
新
た
な
段
階
に
深
化
さ
せ
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
石
橋
の
「
小
日
本
主
義
」
は
、
植
松
・
三
浦
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
植
民
地
経
営
に
生
じ
る
問
題
を
経
済
的
コ
ス
ト
中

心
の
議
論
に
回
収
す
る
方
向
で
は
な
く
、
民
族
自
決
主
義
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
受
け
る
形
で
、
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
形
成
の
問
題
と
し
て

展
開
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
満
洲
事
変
後
に
挫
折
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
の
、
二
〇
年
代
に
あ
り
得
た
思
想
の
可
能
性

を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

柳
田
民
俗
学
と
「
新
し
い
歴
史
学
」 
（
田
澤
晴
子
）

　

柳
田
国
男
が
創
設
し
た
民
俗
学
は
、
鹿
野
政
直
や
福
田
ア
ジ
オ
を

中
心
に
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
在
野
の
学
問
の
代
表
と
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
は
三
つ
の
視
点
か
ら
官
学
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
と
柳
田
民
俗
学
を
再
考
す
る
指
摘
や
研
究
が
相
次
い
で
い

る
。
一
つ
め
は
京
都
帝
国
大
学
を
中
心
と
す
る
中
世
史
研
究
者
や
民

俗
学
研
究
と
柳
田
民
俗
学
と
の
密
接
な
関
係
の
指
摘
で
あ
る
。
二
つ

め
は
『
郷
土
研
究
』
の
研
究
方
法
の
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
共
通

性
で
あ
る
。
三
つ
め
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の

「
新
し
い
歴
史
学
」
の
潮
流
と
柳
田
民
俗
学
と
の
関
係
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
動
向
を
受
け
「
新
し
い
歴
史
学
」
の
潮
流
の
な
か
で
柳

田
の
「
郷
土
研
究
」
及
び
「
民
俗
学
」
を
捉
え
な
お
す
の
が
本
報
告

の
目
的
で
あ
る
。
時
期
は
柳
田
民
俗
学
の
形
成
か
ら
確
立
に
い
た

る
一
九
一
〇
年
代
以
降
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
を
対
象
と
し
、
第
一
次

大
戦
を
画
期
と
し
て
二
期
に
わ
け
て
検
討
し
た
。
第
一
期
に
お
い
て

は
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
が
当
時
の
歴
史
学
に
提
起
し
た
問
題
を
三
点

指
摘
し
た
。
一
点
め
は
記
紀
に
お
け
る
「
史
実
」
と
い
う
問
題
で
あ

り
、
二
点
め
に
資
料
の
少
な
い
中
世
史
研
究
の
開
拓
で
あ
る
。
こ

の
二
点
に
お
い
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
『
郷
土
研
究
』
は
協
力
関
係
に

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
三
点
め
に
史
蹟
保
存
事
業
に
お
い

て
、
両
者
は
相
互
補
完
に
よ
り
事
業
を
隆
盛
に
導
い
た
と
同
時
に
、

郷
土
資
料
の
史
的
価
値
を
め
ぐ
り
両
者
は
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
挙

げ
た
。

　

次
に
第
二
期
に
お
け
る
歴
史
学
界
の
「
新
し
い
歴
史
学
」
に
関
す

る
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
。『
史
学
雑
誌
』（
東
京
帝
国
大
学
史
学
会
）

で
は
、
文
化
史
、
人
類
学
・
考
古
学
隆
盛
に
よ
る
文
献
研
究
相
対
化

の
な
か
で
高
木
敏
雄
の
比
較
神
話
学
、
欧
米
の
人
類
学
の
方
法
に
も

と
づ
く
多
数
事
例
の
比
較
考
量
研
究
が
評
価
さ
れ
た
。
そ
し
て
柳
田

の
著
作
を
「
詩
人
的
直
観
」
の
優
れ
た
「
文
明
論
」
と
評
価
し
、
学

問
上
の
方
法
・
理
論
に
懐
疑
的
反
応
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
基
本
的
傾
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向
は
柳
田
と
関
係
の
比
較
的
深
い
『
史
林
』『
史
学
』
に
お
い
て
も

同
様
に
み
ら
れ
る
。

　

柳
田
の
い
う
「
我
々
の
史
学
」
と
は
、「
伝
説
」
や
言
語
・
方
言

の
歴
史
資
料
と
し
て
活
用
し
、
身
近
な
家
・
共
同
体
史
並
び
に
民
族

の
精
神
生
活
の
解
明
を
通
じ
て
維
新
以
来
の
社
会
的
課
題
の
組
織
的

解
決
を
め
ざ
す
学
問
で
あ
る
。
民
俗
学
に
接
近
し
た
西
田
直
二
郎
の

文
化
史
学
と
比
較
す
る
と
、
日
本
の
事
例
か
ら
帰
納
的
に
理
論
を
構

築
す
る
点
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
一
般
の
歴
史
資
料
を
め
ぐ
る
対
立
の

解
消
を
め
ざ
す
点
、
社
会
問
題
解
決
の
た
め
の
専
門
分
野
の
総
合
を

企
図
し
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
西
欧
の
民
俗
学
理
論
導
入
を

否
定
し
、
日
本
の
生
活
事
例
を
資
料
と
し
て
時
系
列
に
沿
っ
て
歴
史

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
柳
田
の
「
史
学
」
で
あ
る
。
柳
田
民
俗
学
は

「
新
し
い
歴
史
学
」
と
い
う
新
潮
流
に
呼
応
し
つ
つ
、
近
代
化
に
よ

り
発
生
し
た
社
会
問
題
を
解
決
す
る
日
本
独
自
の
歴
史
学
と
し
て
構

想
さ
れ
た
。

 

（
平
野
敬
和
・
同
志
社
大
学
嘱
託
講
師
）

 

（
藤
村
一
郎
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

 

（
田
澤
晴
子
・
岐
阜
大
学
准
教
授
）
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